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浄化槽におけるデジタル化

常葉大学名誉教授　小川　浩

　1990年代からパソコン、インターネット、携帯電話などの情報通信技術
が進展し、2000年にはIT基本法が制定され、国家戦略としてもデジタル化
が推進され、現在に至っている。社会や企業活動をはじめ、日常生活にま
でデジタル化が浸透し、利便性が著しく向上してきた。
　2010年代にはスマートフォンの普及と共にモバイルインターネットが
加速し、クラウドサービス、IoT（モノのインターネット）、AI（人工知
能）が一般化した。ビッグデータの活用や機械学習技術により、ビジネス
や生活の多くの側面がデジタル化されている。さらに、2020年代には5G
の導入により、リアルタイムでのデータ共有が進み、遠隔操作やリモート
ワーク、デジタルツインなど新しいデジタル技術が広がりを見せていると
ころである。次いで、AIの高度化により、乗用車や電車、工事用車両の自
動運転や医療分野などでの活用が期待され、一部は実用化されている。
　一方、浄化槽分野でのデジタル化の進展はどうであろうか。浄化槽台帳
をはじめ、保守点検、清掃の記録の電子化は一部で行われているものの、
未だ十分と言い難い状況であり、きわめて遅れていると言わざるを得な
い。
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　令和元年の浄化槽法改正により、浄化槽台帳の整備が義務付けられ、デジタ
ル化を図ることとされた。このデジタル化は、設置情報を単に電子化することでな
く、設置から保守点検、清掃、さらには法定検査結果を電子化し、いつでもそれ
らの情報が確認でき、過去のデータも閲覧可能でなければならない。閲覧できる
だけでなく、デジタルデータを基に浄化槽の運転管理技術を補完し、より安定し
た処理機能の維持やデジタル変革を行うことにする。すなわち、DX（デジタル･ト
ランスフォーメーション）である。
　総務省の調査1によると、業種ご
とのデジタル化の取組状況は、図1
に示すように2020年度までにDX化
を実施している業種は少なく、浄化
槽の保守点検や清掃業に該当する
サービス業（他に分類されないもの）
では実施済みが24.1％であり、実施
していない、あるいは実施も予定な
しが75.9％の状況である。この数値
は、浄化槽に限定すると、さらに実施していない、あるいは実施予定なしの割合
が多くなると予測される。
　2024年10月28日に開催された環整連主催の岐阜大会･デジタル「配信」でも議
論された浄化槽におけるデジタル化の必要性は、きわめて重要な課題であり、将
来の浄化槽のあり方に求められる姿であるといえる。全国にも浸透して欲しいと
ころである。
　今後はさらに、量子コンピューティングの実用化、AI技術のさらなる発展、デジ
タルデータを活用した都市のスマート化（スマートシティ）が進むと考えられる。デ
ジタルと物理の境界が曖昧になり、人々の生活におけるデジタルの役割がさらに
深まっていくと思われる。
　デジタル化は単なる技術の進化だけでなく、社会全体の変革に繋がる大きな
潮流であり、これからも、新しい技術の登場によって進化し続けていくと考えられ
る。

参考文献
1)総務省：令和3年版情報通信白書、第1部、ｐ2-3(2021)
2)総務省：デジタル･トランスフォーメーションによる経済へのインパクトに関する調査研究、p90（2021）

図 1　業種別デジタルトランスフォーメーションの
　　　取組状況 2) より改変
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大会　デジタル「配信」　開催

　2024年10月28日大会　デジタル「配信」（主催 全国環境整備事業協同組合連合会　共催 (公社)

岐阜県浄化槽連合会）が岐阜グランドホテルで開催された。

議員116名、行政247名、一般の方195名、業界412名、合計970名が参加した。

講演「浄化槽管理デジタル化どこまで進む」
　　　　　　　　　　常葉大学　名誉教授	 小川　浩　　　様

パネルディスカッション「デジタル」
　　　パネリスト　　岐阜県議会　議員　	 国枝　慎太郎　様

　　　　　　　　　　岐阜県廃棄物対策課　課長	 山内　康裕　　様

　　　　　　　　　　常葉大学　名誉教授	 小川　浩　　　様

　　　　　　　　　　主催者		  玉川　福和
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主催者の主張

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人岐阜県浄化槽連合会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　玉川　福和

　岐阜県では、平成23年より現場でのタブレット入力により、浄化槽維持管理記
録票のデジタル化が開始されました。
　昨年10月 1 日から、浄化槽法施行規則第 5 条に基づき承諾を得た浄化槽管理者
に対し、Eメール又は「携帯電話番号」によるショートメールにて、記録票のデ
ジタル配信を行っております。浄化槽管理者は、作業完了後メールにて記録票を
受け取り、記録票をデータで 3 年間保存することができます。

　昭和47年の廃棄物処理法の解説では、すでに浄化槽の維持管理において「経時
的に管理する必要性」について言及しています。
　経時的に管理するため、タブレットを活用した現場にて過去履歴を並行確認
し、水質状況を改善する作業を実施します。
　水処理グラフは自動作成され、管理者に記録票と共にデジタル配信されます。
（水処理グラフとは、浄化槽の処理水をランク別にグラフ化したもの）

　自身の浄化槽処理水がグラフのどの位置にいるのか認識できることから、水質
改善対策の協力体制ができます。浄化槽管理者はトイレ・台所・洗濯などの適切
な利用を心がけ、業者は水質が悪いときは初期設定を確認する。水量に応じブロ
ワの強弱や有効と確認された間欠運転を行う。更には槽内の状況に応じた循環水
のスピード調整を行います。
　改善が見込めない場合は清掃行為によってリセットされます。

　デジタル「配信」により、住民に信頼される水処理業者を目指す。
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　デジタル配信をする、設置者に対してデジタルでお伝えすることが、浄化槽の維持管理
上、極めて重要だと認識した上で、私たちはそこへ踏み出しました。ここへ向かうのに随
分時間もかかりました。

　平成元年に全県でストライキをやった覚えがあります。ストライキをやっても解決の糸
口が見えない。岐阜県と真っ向ぶつかったわけでありますが、あの当時振り返ると、スト
ライキを始めて15日程経った時に、当時名誉県民でありました古田好先生から電話があり
会いました。
　古田先生	 「あんたは知事の首を取らんと気が済まんのか？」
　私	 　　　「そんな気持ちは全くありません」
　古田先生	 「どうしたらいいんだ、俺に教えてくれ」
私は、そう尋ねられるという準備のないままに臨みましたから、しばらく考えてから
　私	 　　　「テーブルでお話がしたい」
それから ２ 日後に県と和解の運びになりました。
　私はどうしてテーブルで話をしたいと申し上げたのか。本当の理由は、テーブルで話が
できるような業界になりたいという願望がありました。つまり、戦後間もないとき、私た
ちの業務である、し尿汲み取り、そしてごみの収集運搬、さらには浄化槽の維持管理は、
我々が技術的なお話をしたことは一度もなかった。行政とそういう対話ができる状態にな
りたいという願望がありました。しかし、あの当時手立てがなかった。現場の作業をタブ
レットで行うというタブレットがなかった。私は、それを繰り返しながら、何とか現場を
変えたい、変えたいが手段がない、これをずっと引きずってきました。アイパッドが登場
したときには、これだと。これで私たちは生まれ変わるぞと誓ったものであります。そし
てソフトを開発して、現在に至ります。

　今日これからタブレットでどこまで出来上がったのか。そしてデジタル配信を始めると
いうが、こういうことかという説明を一生懸命します。
　そのあとパネルディスカッションで皆さんの疑問にもお答えして、議論を尽くして次の
ステージをお示しいたします。私の想いは以上であります。
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浄化槽の維持管理におけるデジタルについての説明

浄化槽の維持管理では、清掃、保守点検、法定検査、この ３ つを実施することが義務づけられ

ています。清掃は年 １ 回、保守点検は年 ３ 回、法定検査は年 １ 回、計 ５ 回。清掃では、放流水質

悪化の予防、低下した浄化槽の機能を回復する作業及び早期立ち上がりのための調整。

保守点検では、浄化槽の機能維持、水質向上を目的とする作業。法定検査では、良好な水質維

持のため、適正な対処方法を保守点検・清掃業者に具体的に指示をして、機能維持・回復を図り

ます。

岐阜県において、昭和63年らくらく一括契約が開始されました。設置者が清掃・保守点検・法

定検査を個々に契約するわずらわしさをなくすため、ひとつの契約にしたものです。

平成23年に行政閲覧システム、平成27年にタブレット入力が開始されました。それまでは、作

業結果を紙の記録票に記入しておりました。また ３ 業種が同一システムを使用することで、過去

履歴の確認や作業の申し送りができるようになりました。令和 ３ 年水処理グラフ自動作成によ

り、放流水透視度をランク別に色でひと目で分かるようなりました。令和 ５ 年デジタル配信が開

始され、SMSやメールで配信を行っております。

４ 段構成となっており、 １ 段目は基本情報、 ２ 段目は清掃前点検で測定した水質を経時的に確

認しながら入力します。

３ 段目左側は、清掃時に引き抜いた汚泥量を入力します。型式ごとに容量が自動入力されま

す。清掃では設備の洗浄も行いますので、項目を選択します。

３ 段目右側に「水処理グラフ」が表示されます。

４ 段目は、設備異常や変更があった場合の欄になります。保守点検への申し送り事項を入力す

ると、自動で保守点検に反映されます。Ａランクは透視度30度以上、Ｄランクは透視度10度未満

になります。

現場に到着すると作業開始ボタンを押し、設置者へサインをもらい、作業終了を押すと、作業

実施日、作業時刻が自動入力されます。このタイミングでSMS又はメールで設置者へ記録票が配

信されます。

令和 ５ 年 ９ 月環境省からの通知において、保守点検又は清掃の記録の交付について、「電子デ

ータの交付に当たっては、あらかじめ、浄化槽管理者に対して承諾を得えなければならないこ

と」とあります。デジタル配信の登録方法は、QRコードにアクセス後、らくらく番号と名前だけ

で登録できます。
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パネルディスカッション　デジタル「配信」

パネリスト	 岐阜県議会　議員　	 国枝　慎太郎　様

		  岐阜県廃棄物対策課　課長	 山内　康裕　　様

		  常葉大学　名誉教授	 小川　浩　　　様

		  主催者	 玉川 福和

＜パネルディスカッションの内容＞

　　・データベース化によって紙の削減と、迅速な情報収集が可能となった

　　・放流水質Ｄランク（透視度10度未満）の原因と対応

　　・デジタル化により放流水質も向上した。理由は ３ 業種の申し送りと清掃前点検の重要性

　　・単独浄化槽が残っている問題について

　　・下水道事業は受益者負担が原則（現在は半分一般会計より繰入を行っている）

　　・郡上市の公共浄化槽の推進について

国枝 県議会議員
単独浄化槽と合併浄化槽の割合が半々で、これからの人口減少

を考えたときに、公共浄化槽という形が、持続可能な町作りを考

えたときには、各自治体が考えていく時代になってきていると思

います。そこにデジタル化の技術を活用すると、働く方の負担軽

減や環境問題を意識した取り組みが、今後岐阜県全体で共有しつ

つ、より一層進んでいくのではないかと思います。

山内 県廃棄物対策課長
岐阜県がデジタル化が進んでいるということで国の検討会にも

参加しました。岐阜県の清掃率が全国一位なのは、業界のらくら

く一括契約の取り組みと、業界と行政が共に浄化槽の台帳システ

ムを整備し、さらに業界と行政が連携して「行政閲覧システム」

を使用し、未受検者の指導を行うことで、台帳も精査されている

ことが大きな要因だと感じました。令和元年法律で台帳を整備す

るよう改正されましたが、岐阜県ではそれより前から取り組んで

おり、岐阜県が浄化槽の分野でトップランナーだと実感しまし

た。
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小川 名誉教授
岐阜県は県全体でデジタル化が進んでますので、この勢いは継

続していっていただきたい。他県でも業者ごとにデジタル化を進

めている所はありますが、岐阜県のように県全体で取り組む県は

ないのが現状です。デジタル化を進めるためには、岐阜県を参考

事例として考えると、やる気の面と引っ張ってくれる人がいるの

が、おそらく大きな要因だと思います。

玉川会長
岐阜県ではデジタルに取り組んでおり、「配信」は来年 ３ 、 ４ 月

には100％終えたいと思っています。デジタル化はこれでひと段落

ではなく、入口に入りました。これから成果が出ます。

あらゆるデータを入力し、それを昇華して、AIとドッキング

し、100％良い放流水が出るように業界は努力する必要がありま

す。

努力なくして、誇りが持てるような仕事にはなりません。これ

から ３ 代目 ４ 代目の若者たちに業界を引き継いでいくときに、

自分たちが今の仕事に誇りを持てないのに、この仕事を小さな子供の将来の仕事にするな。な

んとか変化をさせて、実態を作るのが私たちの仕事だと思います。そして浄化槽と下水道の関係

は、車に例えれば乗り心地は変わりません。それぞれ水洗化を求めて、いずれも自分たちの選択

できない部分において、選択しているわけです。しかし目的は一緒であるにも関わらず、料金が

違うという実態もある。郡上方式のように、使用料金を同じにすべきだと思う。浄化槽を利用する

人も下水道を利用する人も、良い水が出て良い環境になることを願いながら水洗化を利用する。

私たち業界は、今まで以上に努力を惜しんではいけない。目的を再認識することで乗り越えら

れたとなるはずですから、これからも一生懸命頑張って、努力を共にしたいと考えます。

会場の様子 タブレットで説明


